共同募金担当職員研修
　　　　　　　　　　　　　　平成27年2月27日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美郷町共同募金委員会

　　　　　　　　【美郷町共同募金委員会　
赤い羽根共同募金「募金百貨店プロジェクト」の取り組みについて】

○「募金百貨店プロジェクト」取り組みの経緯
　　・きっかけ
　　　　　 Ｈ26年6月滋賀県で開催された「第5回赤い羽根全国ミーティング in たかしま」（全国会議）　
への参加。
　　・企業への働きかけの時期
　　　　　 平成26年度の赤い羽根共同募金法人募金依頼時に併せて実施（１０月１日）
　　・美郷町の赤い羽根共同募金運動の特徴は法人募金
　　　　　 美郷町共同募金委員会運営委員が2人1組で、町内の法人・企業１３０社へ直接訪問し、募金　　
　　　　 の協力を呼び掛けており、法人募金の基盤が出来ている。
　　　　　 募金百貨店プロジェクトの取り組みの中で一番懸念されたのは、基盤が出来ている法人募金の
他に、更に違う形で協力依頼する点。
　　・募金百貨店プロジェクトの取組みの手順
1 事務局内での話し合い（事業説明・企業の選定・役割分担等）　
2 企業への説明資料の準備　
3 「募金百貨店プロジェクト」参加依頼の為の企業廻り ・・・・・・・ 参加率約３７％
　　　・職員が訪問。時には秋田県共同募金会職員と同行訪問。
4 覚書調印式の準備
　　　　　・参加企業への案内状、運営委員への案内状、報道機関へ案内等発送
・赤い羽根共同募金配分先である学校へ、福祉教育の取り組みについての発表依頼。
　　　　中学校から生徒。高等学校から教師。（２名が活動報告）
5 [bookmark: _GoBack]覚書調印式の実施（平成27年1月23日――参加企業9社）
6 広報活動
　　　　　　　
　○取り組みの中で難儀した点
　　　　①企業側からの積極的な参加はあまり無かった。
　　　②取り組みに対しての企業の検討期間が長く、なかなか先に進めなかった。
　　　　　　　（依頼してから、登録申請まで最長で2カ月半程かかった企業有り）
　
　○取り組み後の感想
　　　　・難儀した分だけ、企業から登録承諾を受けた時の感動が大きい。
・覚書調印までの助走期間が長すぎて、「募金百貨店プロジェクト覚書調印式」がゴールの様な感
覚だったが、逆にスタートしたばかり。尻つぼみにならない様今後も企業への呼びかけを継続し、
 実質的に「赤い羽根の百貨店」のように盛り上げて行きたい。
